
令和５年２月１７日 

滋賀県信用組合 

 

 

第１２回 経営諮問会議の概要について 

 

当組合は、理事会の諮問機関として、外部有識者で構成される「経営諮問会議」を設

置しております。本会議は、外部有識者より経営全般について助言・提言をいただき、

これを経営に反映させることにより、経営の客観性・透明性を確保し、コーポレート・

ガバナンスを強化することを目的としております。 

過日、「第１２回経営諮問会議」を開催いたしましたので、その概要につきまして、

下記のとおりご報告させていただきます。 

 

 

記 

 

１．開催日 令和４年９月１４日（水）、２８日（水） 

※新型コロナウイルス感染予防対策として、持ち回り開催といたしました。 

 

２．場所 委員事務所及び当組合草津支店 

 

３．出席者 

（経営諮問委員）〈順不同、敬称略〉 

鳥居 直隆 （滋賀県民信用組合 元副理事長） 

藤田 義嗣 （一般社団法人 滋賀経済産業協会 相談役） 

片山 聡  （オアシス法律事務所 弁護士） 

（滋賀県信用組合） 

青木 和夫 （理事長） 

 

４．意見交換要旨 

（1）出席委員の皆様から以下のご意見、ご提言をいただきました。 

・ 新型コロナウイルスが収束しない中で、令和 5年から組合の本領・底力が試

されていくだろう。 

・ 金融機関の中で、自組合の特徴をどう作っていけるかが重要である。 

・ 期待したいのは、地域金融の在り方として、大手のメガバンクや地銀に出来

ないことの中で、地域創生のモデルを作っていくこと。それが「信組のおかげ」

だという事例をいくつか作っていくことが出来れば、「地域金融ならでは」と

見直してもらえることになるのではないか。 



・ 今の学生の意識は昔と少しずつ変わってきており、給料や福利厚生よりも、

生きがいや働きがいに重点を置いているように感じる。ただ、それは給料・福

利厚生が当たり前に出来ているという前提で考えているからで、それが出来な

い会社に人は来ない。そこは基盤のようにやっておかなければ仕方が無い。そ

の上で、生きがい、やりがいを作っていける会社にしなければならない。 

・ 成果主義を突き詰めすぎると、支店内のコンプライアンス面で問題が出やす

くなる。逆に緩すぎても業績が伸びない。バランスが大事である。 

・ ハラスメントになってはいけないが、恐がり過ぎてもいけない。そのバラン

スは日頃の研修等で養っていくしかない。 

・ これからは女性活躍を図っていく必要がある。他の企業や地銀では既に進ん

でいる。 

・ 真面目な人は多いが、最初に世間話をして、それから本題に入る、という流

れが出来ない。新聞を読んで時事ネタを話す、といった練習も必要ではないか。 

・ 不祥事件が新聞に載ればすぐに出金される大口先もいる。流動性リスク管理

としてある程度小口預金集めることや、不祥事件防止のための対応は重要であ

る。  

 

（2）青木理事長からの回答 

貴重なご提言を頂きまして、ありがとうございます。 

頂いたご意見は対応可能なものから順次進めてまいりたいと思います。 

今後ともご支援ご指導宜しくお願い申し上げまして、お礼に代えさせて頂きた

いと思います。 

以上 


